
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肝付町立波野中学校だより 第８号  令和６年 11月 15日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

肝付町立波野中学校校訓 
 
根性  粘り強く課題解決に取り組

め，学びを生かせる生徒 

自主 見通しを持って，取組ができる

生徒 

創造 個性を生かして夢を持ち， 

たくましく未来を切り拓く生徒 

協同 自他を尊重しながら， 

   互いに協力して高め合う生徒 

 

 

忍耐の波 

勇気の波 

平和の波 

運 動 会 を 終 え て 
校長 抜水 茂樹 

 先月２７日に本校に隣接する波野小学校と合同で行われた第７８回運動会が無事終了しました。 

心配された天気もなんとか持ちこたえ，小中学生の元気な声が響いた秋の一日となりました。生徒は学校行

事を経験するたびに成長すると言われています。３年生をリーダーにして練習を重ねた応援団や様々な集団

演技，競技を通して波野中学校生徒としての自覚と誇りが一段と高まったであろう一日でした。運動会にご

協力・ご参加していただきました保護者や校区の皆様に感謝申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月，1月の行事予定 
１２月 
5日（木） ALT来校 

11日（水） SC来校 
14日（土） 持久走大会 
17日（火） 職業講話（１年）  

職業講話（２年）（～18日まで）   
19日（木） ALT来校（午後） 
24日（火） ２学期終業式 
25日（水） 冬季休業（R7.1/7まで） 
 
１月 
8日（水） 始業式 
9日（木） ALT来校 

３年実力テスト 
 14日（火） いじめ問題を考える週間（20 日まで） 
16日（木） PTA役員会 

ALT来校 
21日（火） 鹿児島学力学習状況調査（22 日まで） 
22日（水） SC来校（13:30～16:30） 
28日（火） キャリアカウンセリング（1,2年） 
29日（水） 新入生説明会 
30日（木） ALT来校 

 

波野中学校避難訓練 
11月９日（土）に地震と津波を想定した避難訓練

を行いました。雨天が心配されたため，避難所への
移動は行わず，小中それぞれで避難訓練を実施しま
した。教室から体育館に迅速に避難し，その後，地
震と津波に関する動画を各教室で視聴し，防災意識
を高めることができました。 

いじめについて 
 波野中学校では月に１回生活に関するアンケート
を実施しており，これまで，アンケートからはいじ
めに該当する事例は確認できませんでした。一方で，
学校が把握できていない可能性もあります。そこで，
ご家庭や地域などでいじめに関する情報等がありま
したら、学校までご連絡をお願いします。生徒の健
やかな成長のためにもご協力をよろしくお願いしま
す。 

 

新生徒会役員 
 11 月上旬より，生徒会が新しい役員でスタートし
ました。生徒会役員を中心に全校生徒が一丸となっ
て，波野中学校をさらに盛り上げていきましょう。旧
生徒会役員の皆さんのこれまでの活動に感謝しま
す。お疲れ様でした。 

会長 白桃 勇成 （２年） 

副会長 柳井谷 琳久（１年） 

学習文化部長 谷川 愛華 （２年） 

学習文化副部長 畠中 唯花 （１年） 

保健体育部長 寺園 都生 （２年） 

保健体育副部長 内 絵梨奈 （２年） 
  
 

スクールカウンセラー 
スクールカウンセラーの志村正子先生が 12月 11

日（水）13:30～16:30に来校されます。お子さん
の悩みはもちろんのこと，保護者のご相談にも対応
していただけます。なお，ご相談等がある場合は，
波野中教頭までご連絡をお願いします。 

 

 

 

肝付町音楽発表会 
11 月７日（木）に肝付町音楽発表会が開催され，本校からも生徒たちが堂々とした合唱を披露しました。

本番当日は，全員が自信を持ってステージに立ち，力強い指揮者の指揮のもと，練習の成果を存分に発揮する
ことができました。その真剣な表情や一つ一つの音に込められた思いが，会場全体に響き渡り，多くの方々か
ら温かい拍手をいただくことができました。毎日の練習を通して，生徒全員が音楽の力を感じ，共に成長する
姿が見られたことはとても喜ばしいことでした。これからも音楽活動を通して，さらに大きな挑戦に向かって
いってほしいと願っています。 

 


